
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 北陸財務局長

【提出日】 平成26年８月12日

【四半期会計期間】 第99期第１四半期（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

【会社名】 朝日印刷株式会社

【英訳名】 ASAHI PRINTING CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長   濱 尚

【本店の所在の場所】 富山県富山市大手町３番９号

【電話番号】 ０７６（４２１）１１７７（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長   伊藤 茂

【最寄りの連絡場所】 富山県富山市大手町３番９号

【電話番号】 ０７６（４２１）１１７７（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長   伊藤 茂

【縦覧に供する場所】 朝日印刷株式会社東京支店

（東京都台東区元浅草四丁目７番11号）

朝日印刷株式会社大阪支店

（大阪市北区中津六丁目３番11号）

朝日印刷株式会社名古屋支店

（名古屋市北区駒止町二丁目51番地の２）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
 
（注）上記の当社名古屋支店は、金融商品取引法に規定する縦覧場所ではありませんが、投資家の便宜を考慮して、縦

覧に供する場所としております。

EDINET提出書類

朝日印刷株式会社(E00714)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第１四半期連結
累計期間

第99期
第１四半期連結
累計期間

第98期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 8,233,055 7,815,846 31,875,517

経常利益 （千円） 867,138 663,387 2,541,401

四半期（当期）純利益 （千円） 479,225 430,313 1,517,068

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 579,970 512,675 1,834,163

純資産額 （千円） 19,823,062 21,237,668 20,947,014

総資産額 （千円） 36,890,026 38,972,714 38,853,823

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 45.40 40.52 143.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 44.72 35.59 125.46

自己資本比率 （％） 53.1 53.9 53.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)業績の状況

＜売上の状況＞

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策によって円安・株高傾向が続き、

全体として緩やかな景気回復感が見られました。一方で、エネルギー価格の上昇や新興国経済の停滞など、依然と

して先行きに不安が残る状況となっております。

このような中、当社グループは中核事業である印刷包材事業へ経営資源を集中するとともに、市場でのより高い

信頼性獲得を目指し、「Ｃｈａｎｇｅ Ｆｏｒ Ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ！ 印刷包材提供企業から感動提供企業

へ」をモットーとして掲げ、全社一丸となったチェンジに取り組んでおります。

お客様から感謝されるだけではなく、それ以上の感動を差し上げられる製品やサービスの提供を通じて、業容の

拡大、企業価値の更なる向上に努めてまいりましたが、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前第１四半期連結

累計期間に比べ４億17百万円減（前年同期比5.1%減）の78億15百万円となりました。

 

セグメント別の売上の状況は、以下の通りであります。

印刷包材事業

当社グループの主たる事業である印刷包材事業におきましては、市場での企業間競争が一段と厳しさを増してい

る事業環境の中、当社グループは市場ニーズに即した付加価値の高い製品の提供に努め、お客様・地域に密着した

提案型営業活動を展開するとともに、高水準の品質保証体制を追求し、安定した製品の供給に努めてまいりまし

た。

医薬品市場におきましては、医療用向け製品は、高齢化の進展を受け堅調な受注でありましたが、ＯＴＣ向け製

品は、前年の実績を僅かながら下回りました。化粧品市場におきましては、受注は前年同期を上回りました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における印刷包材事業の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ43百

万円減（前年同期比0.6%減）の75億４百万円となりました。

その他

①包装システム販売事業

当セグメントでは、印刷包材と連携したトータル提案による、時流や得意先ニーズにマッチした新たな「包

装」の開発を主眼とした包装機械や包装ラインの企画提案・仕入・販売を行っております。

当第１四半期連結累計期間における包装システム販売事業の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ３億

81百万円減（前年同期比61.1%減）の２億43百万円となりました。

②人材派遣事業

当セグメントでは、当社グループ内のみならず地域企業からの求人を受けて人材の派遣を行っております。

当第１四半期連結累計期間における人材派遣事業の売上高は、前第１四半期連結累計期間に比べ８百万円増

（前年同期比14.4%増）の67百万円となりました。

＜利益の状況＞

利益面につきましては、売上高の減少の影響に加え、人員増による労務費の増加により、当第１四半期連結累計

期間における営業利益は５億67百万円（前年同期比25.5%減）、経常利益は６億63百万円（前年同期比23.5%減）と

なり、四半期純利益は４億30百万円（前年同期比10.2%減）となりました。
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(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(3)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は１百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,000,000

計 43,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行
数（株）

（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,175,634 11,175,634
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 11,175,634 11,175,634 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 11,175,634 － 1,514,753 － 1,581,113

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 
普通株式 549,400
 

－ －

完全議決権株式（その他）
 
普通株式 10,610,300
 

106,103 －

単元未満株式
 
普通株式 15,934
 

－
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 11,175,634 － －

総株主の議決権 － 106,103 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

朝日印刷㈱
富山県富山市大手

町３番９号
549,400 － 549,400 4.92

計 － 549,400 － 549,400 4.92

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,734,992 4,862,418

受取手形及び売掛金 8,778,742 8,944,113

商品及び製品 590,551 547,591

仕掛品 722,329 709,882

原材料及び貯蔵品 426,524 490,504

繰延税金資産 253,109 162,892

その他 138,484 179,709

貸倒引当金 △19,673 △9,970

流動資産合計 15,625,061 15,887,141

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,598,971 5,565,903

機械装置及び運搬具（純額） 2,559,366 2,486,302

土地 5,575,265 5,575,265

リース資産（純額） 2,328,897 2,253,781

建設仮勘定 1,021,031 997,735

その他（純額） 484,742 517,216

有形固定資産合計 17,568,275 17,396,206

無形固定資産   

その他 217,156 205,059

無形固定資産合計 217,156 205,059

投資その他の資産   

投資有価証券 4,505,078 4,623,696

長期貸付金 9,047 9,004

繰延税金資産 128,196 21,995

投資不動産（純額） 182,934 182,337

その他 632,806 661,973

貸倒引当金 △14,732 △14,698

投資その他の資産合計 5,443,330 5,484,308

固定資産合計 23,228,762 23,085,573

資産合計 38,853,823 38,972,714
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,827,904 5,729,075

短期借入金 330,000 630,000

1年内返済予定の長期借入金 329,488 319,492

リース債務 329,440 328,917

未払金 1,717,308 1,536,715

未払法人税等 537,618 199,501

賞与引当金 440,039 251,786

その他 425,326 1,093,090

流動負債合計 9,937,126 10,088,577

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 3,500,000 3,500,000

長期借入金 189,891 165,028

リース債務 1,981,952 1,900,814

繰延税金負債 334,946 352,200

役員退職慰労引当金 547,600 560,634

退職給付に係る負債 1,365,880 1,120,246

その他 49,411 47,544

固定負債合計 7,969,681 7,646,468

負債合計 17,906,808 17,735,046

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,514,753 1,514,753

資本剰余金 1,746,946 1,747,549

利益剰余金 17,495,537 17,782,029

自己株式 △867,413 △944,606

株主資本合計 19,889,824 20,099,726

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 923,410 998,797

退職給付に係る調整累計額 △100,241 △95,771

その他の包括利益累計額合計 823,169 903,025

新株予約権 61,450 61,158

少数株主持分 172,570 173,758

純資産合計 20,947,014 21,237,668

負債純資産合計 38,853,823 38,972,714
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 8,233,055 7,815,846

売上原価 6,273,636 5,992,303

売上総利益 1,959,419 1,823,542

販売費及び一般管理費 1,198,251 1,256,173

営業利益 761,167 567,369

営業外収益   

受取利息 75 255

受取配当金 46,483 46,044

受取賃貸料 15,663 17,125

作業くず売却益 30,794 29,745

雑収入 40,773 27,704

営業外収益合計 133,791 120,874

営業外費用   

支払利息 15,957 14,965

支払手数料 2,388 667

賃貸収入原価 5,748 5,259

雑損失 3,727 3,962

営業外費用合計 27,821 24,856

経常利益 867,138 663,387

特別利益   

固定資産売却益 2,378 16

投資有価証券売却益 － 56,455

特別利益合計 2,378 56,472

特別損失   

固定資産除売却損 18,020 6,584

投資有価証券売却損 1,781 －

特別損失合計 19,801 6,584

税金等調整前四半期純利益 849,715 713,275

法人税、住民税及び事業税 303,374 200,554

法人税等調整額 64,156 79,985

法人税等合計 367,531 280,539

少数株主損益調整前四半期純利益 482,183 432,735

少数株主利益 2,958 2,422

四半期純利益 479,225 430,313
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 482,183 432,735

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 97,786 75,470

退職給付に係る調整額 － 4,469

その他の包括利益合計 97,786 79,939

四半期包括利益 579,970 512,675

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 576,905 510,169

少数株主に係る四半期包括利益 3,064 2,506
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直しました。

　割引率の決定方法については、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から

退職給付の支払見込期間及び支払期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が254,274千円減少し、利益剰余金が164,337

千円増加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 債権流動化に伴う買戻限度額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

 460,579千円 427,814千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれんの償却額

は、次の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 337,350千円 354,716千円

負ののれんの償却額 △3,772 △1,305

 

（株主資本等関係）

（１） 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 263,883 25 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

（２） 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 308,159 29 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、印刷包材事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏

しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 45円40銭 40円52銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 479,225 430,313

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 479,225 430,313

普通株式の期中平均株式数（株） 10,555,337 10,620,127

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 44円72銭 35円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － 563

（うち支払利息（税額相当額控除後）　　

（千円））
（－） （563）

普通株式増加数（株） 160,972 1,486,636

（うち新株予約権） （160,972） （1,486,636）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月６日

朝日印刷株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田光 完治       印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安田 康宏       印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている朝日印刷株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、朝日印刷株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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